
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 本計画は平成29年3月に策定した宇美町公共施設等総合管理計画で定めた方針を実現するため、個々

の施設の今後40年間の方向性を検討し、財政負担の軽減のみならず、地域特性を活かした施設サービスの向

上も目指す計画となるよう策定しました。 

 

１．計画の目的 

２．対象施設 
 

◆統合（集約化） 

同じ機能を持つ複数の施設を 

1つの施設にまとめる。 

 

 

  

 本町が保有している箱物系公共施設は95施設です。そのうち、本計画で評価・検討を行う施設は、耐震改

修や長寿命化が必要とされる施設や、複合化・統廃合により効率的な運営・維持管理や効果的なコスト削減

が期待できる施設の 45施設とします。 

 

再配置の手法 

◆減築（規模縮小） 

建物を建替える際に、床面積を減らす。 

2019 年～2058 年の 40 年間 

全ての公共施設を維持すると、
施設の更新費だけに町予算の１割
約 11 億円を毎年費やすことにな
ります。 
こうした支出を続ければ、福祉

や教育をはじめとした他の行政サ
ービスに支障が生じてしまうかも
しれません。 
そこで、このような方法を駆使

することが考えられます。 

 

計画期間 

◆複合化（多機能化） 

 異なる機能をもつ複数の施設を 

1つの施設にまとめる。 

 

  

 

◆統合（集約化） 

同じ機能を持つ複数の施設を 

1つの施設にまとめる。 
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検討の流れ 

施設の現況把握 
住民アンケートの実施 

一次評価 
施設のハード（老朽度など）、ソフ
ト（利用頻度、コストなど）から
評価 

二次評価 
避難所としての位置づけ、町がサ
ービスを提供する必要性、サービ
ス代替の可能性などから検討 

再配置の方向の検討 
 

（主軸となる学校施設・保育園の再配置を検討した
上で、その他施設の方向を検討） 

主要施設別ロードマップ（行程表）の検討 
 

（主要な施設ごとに40年間、各年度における廃止、
統合、改修、建替えの時期と負担額を示すロードマ
ップを検討） 

本計画は、第6次宇美町総合計画や

宇美町公共施設等総合管理計画を踏ま

え、単に、財政負担の軽減といったコスト

縮減を目指すだけでなく、地域の新たなに

ぎわいの創出、地域コミュニティの活性化、

多様な交流機会の創出など、新たなまち

づくりの実現に資することを基本的な考え

方とします。 
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一次評価＜全町民用型施設＞ 

一次評価の区分 

Ａ 
ハード、ソフト面ともに評価が高い。施設の維
持保全を適切に実施することにより継続使用
する。 

Ｂ 
ソフト面の評価は高いが、ハード面が低い。改
修や建替時に複合化を検討するなど機能は維
持し、ハード面を改善する。 

Ｃ 

ハード面の評価は高いが、ソフト面が低い。B
評価の施設への転用や利用率向上のための複
合化、統合など、機能の廃止を含めたソフト面
の見直しをする。 

Ｄ 
ハード、ソフト面ともに評価が低い。民営化や
統廃合など、施設の廃止を前提とする。 

 

３．再配置計画の基本的考え方 
 

検討の流れ 

施設の現況把握 
住民アンケートの実施 

一次評価 
施設のハード（老朽度など）、ソフ
ト（利用頻度、コストなど）から
評価 

二次評価 
避難所としての位置づけ、町がサ
ービスを提供する必要性、サービ
ス代替の可能性などから検討 

再配置の方向の検討 
 

（主軸となる学校施設・保育園の再配置を検討した
上で、その他施設の方向を検討） 

主要施設別ロードマップ（行程表）の検討 
 

（主要な施設ごとに40年間、各年度における廃止、
統合、改修、建替えの時期と負担額を示すロードマ
ップを検討） 

 

小学校を核とした 
地域コミュニティ拠点づくり 

多世代間の交流 

高齢者の生きがい 
総合的な学習や 

体験 

地域行事 
レクリエーション 

集会 

災害時の 

避難場所 
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